
　

＊
大
根
師
は
脇
役

　

＊
大
根
師
は
脇
役　

天
地

　

天
地

人
を
貫
く
霊
力
を
求
め
て
、

人
を
貫
く
霊
力
を
求
め
て
、

寺
や
社
な
ど
を
探
索
す
る

寺
や
社
な
ど
を
探
索
す
る

「
大
根
会
」
の
お
参
り
風
景

「
大
根
会
」
の
お
参
り
風
景

か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
７
年

　

２
０
１
７
年
1212
月
の
会
は

月
の
会
は

江
島
参
り
で
し
た
。
人
数
は

江
島
参
り
で
し
た
。
人
数
は

2020
人
。
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
江

人
。
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
江

の
島
駅
集
合
。
２
カ
月
に
一

の
島
駅
集
合
。
２
カ
月
に
一

回
ほ
ど
の
会
で
す
か
ら
、
ま

回
ほ
ど
の
会
で
す
か
ら
、
ま

ず
は
再
会
の
喜
び
、
お
互
い

ず
は
再
会
の
喜
び
、
お
互
い

の
挨
拶
な
ど
で
ひ
と
賑
わ

の
挨
拶
な
ど
で
ひ
と
賑
わ

い
。
こ
の
時
の
大
根
弘
行
師

い
。
こ
の
時
の
大
根
弘
行
師

は
、
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
存

は
、
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
存

在
で
す
。
賑
わ
い
が
一
段
落

在
で
す
。
賑
わ
い
が
一
段
落

し
て
出
発
。
雪
の
丹
沢
、
箱

し
て
出
発
。
雪
の
丹
沢
、
箱

根
の
山
並
み
を
望
み
な
が
ら

根
の
山
並
み
を
望
み
な
が
ら

弁
天
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

弁
天
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

　

＊
江
島
大
神

　

＊
江
島
大
神　

最
初
は
橋

　

最
初
は
橋

を
渡
っ
て
左
の

を
渡
っ
て
左
の
江え

の
し
ま

え
の
し
ま島
大お

お
か
み

お
お
か
み神
。

土
産
店
や
食
堂
の
並
ぶ
先
に

土
産
店
や
食
堂
の
並
ぶ
先
に

あ
り
ま
す
。
社
殿
は
新
し
く

あ
り
ま
す
。
社
殿
は
新
し
く

な
っ
た

な
っ
た                                                                                                                                                                                                                                                    

社
で
す
が
、
島
内
三

社
で
す
が
、
島
内
三

社
の
神
を
一
堂
に
祭
っ
て
い

社
の
神
を
一
堂
に
祭
っ
て
い

ま
す
。
三
社
と
は

ま
す
。
三
社
と
は
辺へ

津つ
の
つ
の

宮み
や
み
や

、

中な
か
な
か

津つ
の
つ
の

宮み
や
み
や

、
奥お

く
つ
の
み
や

お
く
つ
の
み
や

津
宮
津
宮
。
祭
神
は

。
祭
神
は

天
照
大
神
の
三
女
神
で
、
海

天
照
大
神
の
三
女
神
で
、
海

上
安
全
の
神
と
し
て
信
仰
さ

上
安
全
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。
江
島
大
神

れ
て
い
ま
す
。
江
島
大
神

は
、
漁
師
が
出
港
前
に
手
を

は
、
漁
師
が
出
港
前
に
手
を

　

鎌
倉
を
中
心
に
防
犯
活
動

　

鎌
倉
を
中
心
に
防
犯
活
動

を
行
う
市
民
団
体
「
鎌
倉
ガ

を
行
う
市
民
団
体
「
鎌
倉
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
」（
大
津
定

ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
」（
大
津
定

博
代
表
）
が
９
年
間
の
警
備

博
代
表
）
が
９
年
間
の
警
備

や
防
犯
活
動
の
実
績
を
基
に

や
防
犯
活
動
の
実
績
を
基
に

１
年
半
ほ
ど
前
か
ら
作
成
に

１
年
半
ほ
ど
前
か
ら
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
た
マ
ニ
ュ
ア

取
り
組
ん
で
い
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
完
成
し
、
７
月
中
旬
、

ル
が
完
成
し
、
７
月
中
旬
、

鎌
倉
市
に
寄
贈
し
た
。

鎌
倉
市
に
寄
贈
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
Ａ
４
判

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
Ａ
４
判
3636

㌻
で
、
警
備
の
心
得
、
事
故

㌻
で
、
警
備
の
心
得
、
事
故

・
災
害
時
の
対
応
、救
急
法
な

・
災
害
時
の
対
応
、救
急
法
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
東

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
見
据
え
て
の
車
い
す

開
催
を
見
据
え
て
の
車
い
す

利
用
者
や
、
外
国
人
観
光
客

利
用
者
や
、
外
国
人
観
光
客

へ
の
対
応
も
盛
り
込
ん
だ
。

へ
の
対
応
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

大
津
代
表
は
「
自
治
会
の

　

大
津
代
表
は
「
自
治
会
の

地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
広

地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
広

く
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

く
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
。
藤
沢
市
や
国
に
も

と
話
す
。
藤
沢
市
や
国
に
も

提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

提
出
を
予
定
し
て
い
る
。

で
あ
る
。
加
え
て
災
害

で
あ
る
。
加
え
て
災
害

級
の
猛
暑
が
襲
う
。
ボ

級
の
猛
暑
が
襲
う
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
土
砂
を

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
土
砂
を

か
き
出
す
作
業
中
、
被

か
き
出
す
作
業
中
、
被

災
者
に
声
を
か
け
会
話

災
者
に
声
を
か
け
会
話

を
優
先
す
る
。
そ
れ
が

を
優
先
す
る
。
そ
れ
が

被
災
者
の
心
の
メ
ン
テ

被
災
者
の
心
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
繋
が
る
。

ナ
ン
ス
に
繋
が
る
。

　

矢
野
小
学
校
の
広
本
典
子

　

矢
野
小
学
校
の
広
本
典
子

校
長
と
遭
遇
し
た
時
、
先
生

校
長
と
遭
遇
し
た
時
、
先
生

は
校
庭
の
土
砂
の
撤
去
が
始

は
校
庭
の
土
砂
の
撤
去
が
始

ま
る
の
で
挨
拶
状
を
配
っ
て

ま
る
の
で
挨
拶
状
を
配
っ
て

い
た
。
大
量
の
土
砂
が
山
か

い
た
。
大
量
の
土
砂
が
山
か

ら
流
れ
た
が
中
腹
に
あ
る
校

ら
流
れ
た
が
中
腹
に
あ
る
校

庭
が
土
砂
を
受
け
止
め
、
犠

庭
が
土
砂
を
受
け
止
め
、
犠

牲
者
が
少
な
く
て
す
ん
だ
と

牲
者
が
少
な
く
て
す
ん
だ
と

言
う
。
小
学
校
と
、
隣
接
の

言
う
。
小
学
校
と
、
隣
接
の

幼
稚
園
に
は
２
ｍ
近
い
土
砂

幼
稚
園
に
は
２
ｍ
近
い
土
砂

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
覆
っ
て
い

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
覆
っ
て
い

る
。
９
月
の
始
業
式
ま
で
に

る
。
９
月
の
始
業
式
ま
で
に

撤
去
は
間
に
合
わ
な
い
。

撤
去
は
間
に
合
わ
な
い
。

　

８
月
６
日
、
私
は
広
島
県

　

８
月
６
日
、
私
は
広
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
赴
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
赴
き
、

衣
笠
常
任
理
事
に
義
捐
金
を

衣
笠
常
任
理
事
に
義
捐
金
を

渡
し
た
。
７
月

渡
し
た
。
７
月
2828
日
に
広
島

日
に
広
島

県
人
会
鎌
倉
が
大
船
駅
街
頭

県
人
会
鎌
倉
が
大
船
駅
街
頭

の
募
金
活
動
で
集
め
た

の
募
金
活
動
で
集
め
た
1515
万

３
５
３
１
円
、
全
額
だ
。

３
５
３
１
円
、
全
額
だ
。

「
遠
方
か
ら
の
支
援
金
は
本

「
遠
方
か
ら
の
支
援
金
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
う
れ
し

当
に
あ
り
が
た
い
。
う
れ
し

い
」
と
感
謝
さ
れ
た
。
衣
笠

い
」
と
感
謝
さ
れ
た
。
衣
笠

氏
の
話
で
は
、
広
島
県
の
ボ

氏
の
話
で
は
、
広
島
県
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
現
在
、
見

ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
現
在
、
見

込
み
の
２
割
程
度
し
か
集
ま

込
み
の
２
割
程
度
し
か
集
ま

っ
て
い
な
い
と
言
う
。

っ
て
い
な
い
と
言
う
。

　

今
回
実
感
し
た
の
は
、
自

　

今
回
実
感
し
た
の
は
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
こ
と
。
行
政
の
対
応
に
は

う
こ
と
。
行
政
の
対
応
に
は

　

第
４
回
鎌
倉
市
中
学
生
防

　

第
４
回
鎌
倉
市
中
学
生
防

災
サ
ミ
ッ
ト
が
８
月

災
サ
ミ
ッ
ト
が
８
月
1111
日
鎌
日
鎌

倉
大
仏
殿
高
徳
院
で
、
開
催

倉
大
仏
殿
高
徳
院
で
、
開
催

さ
れ
た

さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

今
年
は
９
校

　

今
年
は
９
校
2626
人
の
市
内

人
の
市
内

在
学
在
住
の
中
学
生
が
公
募

在
学
在
住
の
中
学
生
が
公
募

で
集
ま
り
、
宮
城
県
七
ヶ
浜

で
集
ま
り
、
宮
城
県
七
ヶ
浜

町
か
ら
訪
れ
た
中
学
生
と
地

町
か
ら
訪
れ
た
中
学
生
と
地

元
の
防
災
を
考
え
た
。

元
の
防
災
を
考
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

岩
手
県
釜
石
市
か
ら
は
旅
館

岩
手
県
釜
石
市
か
ら
は
旅
館

「
宝
来
館
」お
か
み
の
岩
崎
昭

「
宝
来
館
」お
か
み
の
岩
崎
昭

子
さ
ん
が
講
演
。
津
波
に
流

子
さ
ん
が
講
演
。
津
波
に
流

さ
れ
九
死
に
一
生
を
得
た
経

さ
れ
九
死
に
一
生
を
得
た
経

験
か
ら
「
逃
げ
た
ら
戻
っ
て

験
か
ら
「
逃
げ
た
ら
戻
っ
て

は
い
け
な
い
、
戻
っ
た
人
間

は
い
け
な
い
、
戻
っ
た
人
間

は
戻
れ
な
く
な
る
」
と
語
り

は
戻
れ
な
く
な
る
」
と
語
り

か
け
た
。
東
松
島
市
で
語
り

か
け
た
。
東
松
島
市
で
語
り

部
活
動
を
す
る
大
学
生
の
添

部
活
動
を
す
る
大
学
生
の
添

田
あ
み
さ
ん
と
小
川
綾
さ
ん

田
あ
み
さ
ん
と
小
川
綾
さ
ん

は
小
学
生
時
に
経
験
し
た
震

は
小
学
生
時
に
経
験
し
た
震

災
の
思
い
を
語
っ
た
。

災
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
生
徒
た
ち
は
グ

　

そ
の
あ
と
生
徒
た
ち
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
感
想
を
話

ル
ー
プ
に
分
か
れ
感
想
を
話

　

車
で
山
陽
自
動
車
道
を
走

　

車
で
山
陽
自
動
車
道
を
走

り
広
島
に
近
づ
く
と
、
山
肌

り
広
島
に
近
づ
く
と
、
山
肌

に
が
け
崩
れ
が
方
々
見
ら
れ

に
が
け
崩
れ
が
方
々
見
ら
れ

る
。
７
月
６
日
夕
方
か
ら
７

る
。
７
月
６
日
夕
方
か
ら
７

日
明
け
方
に
降
り
続
い
た
豪

日
明
け
方
に
降
り
続
い
た
豪

雨
が
、
平
成
最
悪
の
豪
雨
被

雨
が
、
平
成
最
悪
の
豪
雨
被

害
を
招
い
た
。
私
は
市
内
東

害
を
招
い
た
。
私
は
市
内
東

側
の
最
も
被
害
の
大
き
い
矢

側
の
最
も
被
害
の
大
き
い
矢

野
地
区
に
数
度
赴
き
、
ボ
ラ

野
地
区
に
数
度
赴
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
被
災

ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
被
災

地
の
状
況
を
見
聞
し
た
。

地
の
状
況
を
見
聞
し
た
。

　

土
砂
は
１
ｍ
以
上
も
積
も

　

土
砂
は
１
ｍ
以
上
も
積
も

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
撤
去
す

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
撤
去
す

る
の
は
家
族
だ
け
で
は
無
理

る
の
は
家
族
だ
け
で
は
無
理

限
界
が
あ
る
。
土
砂
災
害
は

限
界
が
あ
る
。
土
砂
災
害
は

瞬
時
に
起
き
る
。
情
報
に
耳

瞬
時
に
起
き
る
。
情
報
に
耳

を
傾
け
て
早
め
の
避
難
が
鉄

を
傾
け
て
早
め
の
避
難
が
鉄

則
だ
。
被
災
者
に
寄
り
添
う

則
だ
。
被
災
者
に
寄
り
添
う

と
い
う
の
が
鎌
倉
ガ
ー
デ
ィ

と
い
う
の
が
鎌
倉
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
ズ
の
基
本
方
針
で
、
今

ア
ン
ズ
の
基
本
方
針
で
、
今

後
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
を

後
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

模
索
し
て
い
き
た
い
。

（
鎌
倉
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
代

（
鎌
倉
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
代

表　

大
津
定
博
）

表　

大
津
定
博
）

し
合
い
、
災
害
に
備
え
る
た

し
合
い
、
災
害
に
備
え
る
た

め
に
は
何
を
し
た
ら
良
い
か

め
に
は
何
を
し
た
ら
良
い
か

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
最
後

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
最
後

に
一
人
ず
つ
今
す
ぐ
自
分
に

に
一
人
ず
つ
今
す
ぐ
自
分
に

で
き
る
事
を
「
僕
や
私
の
防

で
き
る
事
を
「
僕
や
私
の
防

災
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
発

災
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
発

表
、「
地
域
の
人
と
日
頃
か

表
、「
地
域
の
人
と
日
頃
か

ら
仲
良
く
し
、
震
災
が
起
き

ら
仲
良
く
し
、
震
災
が
起
き

た
ら
一
緒
に
協
力
し
た
い
」

た
ら
一
緒
に
協
力
し
た
い
」

な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

主
催
の
３
・

　

主
催
の
３
・
1111
Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌

Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌

倉
実
行
委
員
会
で
は
、「
中

倉
実
行
委
員
会
で
は
、「
中

学
生
の
力
で
防
災
都
市
鎌

学
生
の
力
で
防
災
都
市
鎌

倉
」
を
目
指
し
、
２
０
２
０

倉
」
を
目
指
し
、
２
０
２
０

年
に
は
防
災
都
市
宣
言
の
発

年
に
は
防
災
都
市
宣
言
の
発

表
を
計
画
し
て
い
る
。

表
を
計
画
し
て
い
る
。

（
３
・

（
３
・
1111
Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌
倉
実
行

Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌
倉
実
行

委
員
会
代
表　

酒
井
太
郎
）

委
員
会
代
表　

酒
井
太
郎
）

長
）
の
２
年
生
ら

長
）
の
２
年
生
ら
2323
人
が
腹

人
が
腹

掛
け
、
股
引
、
白
足
袋
姿
で

掛
け
、
股
引
、
白
足
袋
姿
で

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な

力
強
い
和
太
鼓
の
演
奏
を
披

力
強
い
和
太
鼓
の
演
奏
を
披

露
し
た

露
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

毎
年
町
民
を
招
待
し
て
く

　

毎
年
町
民
を
招
待
し
て
く

れ
る
お
礼
を
言
う
た
め
駆
け

れ
る
お
礼
を
言
う
た
め
駆
け

つ
け
た
と
い
う
福
島
県
大
熊

つ
け
た
と
い
う
福
島
県
大
熊

町
の
武
内
敏
英
教
育
長
は

町
の
武
内
敏
英
教
育
長
は

「
震
災
を
忘
れ
て
も
ら
い
た

「
震
災
を
忘
れ
て
も
ら
い
た

く
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
大
変

く
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
大
変

な
日
々
が
続
く
と
思
う
が
共

な
日
々
が
続
く
と
思
う
が
共

に
が
ん
ば
り
た
い
」と
挨
拶
。

に
が
ん
ば
り
た
い
」と
挨
拶
。

　

齊
藤
代
表
は
「
心
の
復
興

　

齊
藤
代
表
は
「
心
の
復
興

支
援
を
掲
げ
な
が
ら
活
動
を

支
援
を
掲
げ
な
が
ら
活
動
を

続
け
る
の
で
ま
た
鎌
倉
に
来

続
け
る
の
で
ま
た
鎌
倉
に
来

て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉

て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

を
贈
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

を
鎌
倉
に
招
待
す
る
未
来
・

を
鎌
倉
に
招
待
す
る
未
来
・

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
齊
藤

連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
齊
藤

美
代
子
代
表
）
の
「
建
長
寺

美
代
子
代
表
）
の
「
建
長
寺

で
合
い
ま
し
ょ
う
！
」
の
催

で
合
い
ま
し
ょ
う
！
」
の
催

し
が
８
月
４
日
か
ら
３
泊
４

し
が
８
月
４
日
か
ら
３
泊
４

日
で
行
わ
れ
た
。
今
年
で
８

日
で
行
わ
れ
た
。
今
年
で
８

回
目
で
、
今
回
は
東
京
電
力

回
目
で
、
今
回
は
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
約

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
約

７
㌔
の
福
島
県
富
岡
町
か
ら

７
㌔
の
福
島
県
富
岡
町
か
ら

百
人
が
参
加
。
北
鎌
倉
の
建

百
人
が
参
加
。
北
鎌
倉
の
建

長
寺
を
拠
点
に
市
内
観
光
や

長
寺
を
拠
点
に
市
内
観
光
や

海
水
浴
な
ど
に
出
か
け
、
夜

海
水
浴
な
ど
に
出
か
け
、
夜

は
歓
迎
会
や
雅
楽
演
奏
会
な

は
歓
迎
会
や
雅
楽
演
奏
会
な

ど
の
余
興
が
行
わ
れ
た
。

ど
の
余
興
が
行
わ
れ
た
。

　

観
光
案
内
や
食
事
作
り
な

　

観
光
案
内
や
食
事
作
り
な

ど
は
す
べ
て
同
会
が
募
っ
た

ど
は
す
べ
て
同
会
が
募
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
。
滞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
。
滞

在
費
な
ど
は
事
前
に
チ
ャ
リ

在
費
な
ど
は
事
前
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
茶

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
茶

会
な
ど
を
行
い
、
そ
の
収
益

会
な
ど
を
行
い
、
そ
の
収
益

で
賄
わ
れ
た
。

で
賄
わ
れ
た
。

　

３
日
目
は
新
江
ノ
島
水
族

　

３
日
目
は
新
江
ノ
島
水
族

館
を
見
学
後
、
鎌
倉
大
仏
殿

館
を
見
学
後
、
鎌
倉
大
仏
殿

高
徳
院
で
逗
子
開
成
高
等
学

高
徳
院
で
逗
子
開
成
高
等
学

校
和
太
鼓
部
（
奈
良
和
真
部

校
和
太
鼓
部
（
奈
良
和
真
部

合
わ
せ
る
社
で

合
わ
せ
る
社
で

す
。
す
。

　

＊
お
参
り
の

　

＊
お
参
り
の

作
法
作
法　

会
の
一

　

会
の
一

行
は
、
鳥
居
の

行
は
、
鳥
居
の

左
手
前
で
一

左
手
前
で
一

礼
、
潜
っ
て
も

礼
、
潜
っ
て
も

う
一
度
礼
拝
、
手
水
舎
が
あ

う
一
度
礼
拝
、
手
水
舎
が
あ

れ
ば
禊
を
し
ま
す
が
、
こ
こ

れ
ば
禊
を
し
ま
す
が
、
こ
こ

は
略
し
て
社
殿
に
向
か
い
ま

は
略
し
て
社
殿
に
向
か
い
ま

し
た
。参
道
は
、原
則
左
側
通

し
た
。参
道
は
、原
則
左
側
通

行
で
す
。
中
央
は
神
の
道
で

行
で
す
。
中
央
は
神
の
道
で

す
。
社
前
に
着
い
て
二
礼
二

す
。
社
前
に
着
い
て
二
礼
二

拍
手
一
拝
。「
住
所
、
名
前

拍
手
一
拝
。「
住
所
、
名
前

も
申
し
上
げ
、
今
日
お
参
り

も
申
し
上
げ
、
今
日
お
参
り

に
来
ら
れ
た
お
礼
も
伝
え
ま

に
来
ら
れ
た
お
礼
も
伝
え
ま

し
ょ
う
」
と
、
大
根
師
の

し
ょ
う
」
と
、
大
根
師
の

声
。
参
拝
の
後
、
パ
ワ
ー
ス

声
。
参
拝
の
後
、
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
探
し
で
す
。

ポ
ッ
ト
探
し
で
す
。

　

＊
江
島
大
神
の
タ
イ
ル

　

＊
江
島
大
神
の
タ
イ
ル　

境
内
に
は
タ
イ
ル
が
敷
か
れ

境
内
に
は
タ
イ
ル
が
敷
か
れ

て
い
ま
す
。大
根
師
は
、

て
い
ま
す
。大
根
師
は
、

そ
の
中
か
ら
社
の
手
前
、
８

そ
の
中
か
ら
社
の
手
前
、
８

枚
目
の
タ
イ
ル
を
指
さ
し
ま

枚
目
の
タ
イ
ル
を
指
さ
し
ま

し
た
。
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

し
た
。
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
こ

感
じ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
こ

に
立
っ
て
、
姿
勢
の
揺
ら
ぐ

に
立
っ
て
、
姿
勢
の
揺
ら
ぐ

人
が
い
ま
す
。
浄
化
さ
れ
る

人
が
い
ま
す
。
浄
化
さ
れ
る

時
、
体
は
揺
れ
る
そ
う
で

時
、
体
は
揺
れ
る
そ
う
で

す
。
社
の
前
、
左
に
一
枚
寄

す
。
社
の
前
、
左
に
一
枚
寄

っ
た
タ
イ
ル
も
ス
ポ
ッ
ト
の

っ
た
タ
イ
ル
も
ス
ポ
ッ
ト
の

よ
う
で
す
。
機
会
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
機
会
が
あ
っ
た

ら
、
足
を
運
ん
で
確
か
め
て

ら
、
足
を
運
ん
で
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　

＊
福
石
の
感
触

　

＊
福
石
の
感
触　

次
に
訪

　

次
に
訪

ね
た
の
は
辺
津
宮
の
下
に

ね
た
の
は
辺
津
宮
の
下
に

あ
る
福
石
で
す
。
牛
に
似
た

あ
る
福
石
で
す
。
牛
に
似
た

石
は
、
鍼
治
療
で
出
世
し
た

石
は
、
鍼
治
療
で
出
世
し
た

杉す
ぎ
や
ま

す
ぎ
や
ま山
和わ

一い
ち
い
ち

ゆ
か
り
の
史
跡
で

ゆ
か
り
の
史
跡
で

す
。
和
一
は
辺
津
宮
に
断
食

す
。
和
一
は
辺
津
宮
に
断
食

参
篭
し
、
満
願
の
日
に
石
に

参
篭
し
、
満
願
の
日
に
石
に

躓
き
、
松
葉
と
竹
の
筒
を
拾

躓
き
、
松
葉
と
竹
の
筒
を
拾

い
ま
し
た
。
そ
の
閃
き
に
よ

い
ま
し
た
。
そ
の
閃
き
に
よ

っ
て
鍼
の
技
術
を
考
案
し
、

っ
て
鍼
の
技
術
を
考
案
し
、

将
軍
徳
川
綱
吉
か
ら
惣
検
校

将
軍
徳
川
綱
吉
か
ら
惣
検
校

職
と
屋
敷
を
賜
り
、
鍼
治
療

職
と
屋
敷
を
賜
り
、
鍼
治
療

の
学
校
を
開
き
ま
し
た
。

の
学
校
を
開
き
ま
し
た
。

　

し
め
縄
越
し
に
手
を
か
ざ

　

し
め
縄
越
し
に
手
を
か
ざ

す
と
、
ピ
リ
ピ
リ
と
い
う
感

す
と
、
ピ
リ
ピ
リ
と
い
う
感

触
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
ま

触
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
で
物
を
拾
う
と
、

た
、
こ
こ
で
物
を
拾
う
と
、

縁
起
が
い
い
そ
う
で
す
。
是

縁
起
が
い
い
そ
う
で
す
。
是

非
、
訪
ね
た
い
パ
ワ
ー
ス
ポ

非
、
訪
ね
た
い
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。

ッ
ト
で
す
。

　

＊
災
い
を
払
う「
辺
津
宮
」

　

＊
災
い
を
払
う「
辺
津
宮
」

　

辺
津
宮
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　

辺
津
宮
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

溢
れ
る
社
の
よ
う
で
す
。
特

溢
れ
る
社
の
よ
う
で
す
。
特

に
強
い
所
は
、
賽
銭
箱
の
左

に
強
い
所
は
、
賽
銭
箱
の
左

手
前
、
池
の
右
に
あ
る
龍
の

手
前
、
池
の
右
に
あ
る
龍
の

造
り
物
の
正
面
、
弁
財
天
像

造
り
物
の
正
面
、
弁
財
天
像

を
祀
る
奉
安
殿
入
口
の
右
手

を
祀
る
奉
安
殿
入
口
の
右
手

前
、
秋
葉
神
社
の
賽
銭
箱

前
、
秋
葉
神
社
の
賽
銭
箱

の
前
な
ど
で
す
。
祭
神
の

の
前
な
ど
で
す
。
祭
神
の

田た

き

つ

た

き

つ

寸
津
寸
津
比ひ

め
の

ひ
め
の売
命み

こ
と

み
こ
とは
、
荒
ぶ
る

は
、
荒
ぶ
る

玄
界
灘
を
象
徴
す
る
神
、
災

玄
界
灘
を
象
徴
す
る
神
、
災

い
を
払
う
力
が
強
い
と
信
じ

い
を
払
う
力
が
強
い
と
信
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。「
た
き
つ
」

ら
れ
て
い
ま
す
。「
た
き
つ
」

は「
激
つ
」に
符
合
し
ま
す
。

は「
激
つ
」に
符
合
し
ま
す
。

　

＊
清
め
の
社
「
中
津
宮
」

　

＊
清
め
の
社
「
中
津
宮
」

　

中
津
宮
の
祭
神
は

　

中
津
宮
の
祭
神
は
市い

ち
き
し
ま

い
ち
き
し
ま

寸
島
寸
島

比ひ
め
の

ひ
め
の売
命み

こ
と

み
こ
と
で
す
。「
い
ち
き
」

で
す
。「
い
ち
き
」

は
「
い
つ
く
」
、
清
め
る
意

は
「
い
つ
く
」
、
清
め
る
意

の
「
斎
く
」
に
通
じ
ま
す
。

の
「
斎
く
」
に
通
じ
ま
す
。

明
治
初
年
ま
で
は
弁
天
社
で

明
治
初
年
ま
で
は
弁
天
社
で

も
あ
っ
た
の
で
、
芸
能
界
の

も
あ
っ
た
の
で
、
芸
能
界
の

人
も
信
仰
し
た
社
で
す
。

人
も
信
仰
し
た
社
で
す
。

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
賽
銭

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
賽
銭

箱
の
右
横
と
社
殿
の
裏
に
あ

箱
の
右
横
と
社
殿
の
裏
に
あ

る
水
琴
窟
の
前
。
水
琴
窟
の

る
水
琴
窟
の
前
。
水
琴
窟
の

２
ｍ
手
前
、
敷
石
辺
り
が
結

２
ｍ
手
前
、
敷
石
辺
り
が
結

界
で
、
空
気
が
変
わ
る
と
い

界
で
、
空
気
が
変
わ
る
と
い

い
ま
す
。
鈍
感
な
者
も
、
風

い
ま
す
。
鈍
感
な
者
も
、
風

を
感
じ
ま
し
た
。

を
感
じ
ま
し
た
。

　

＊
本
宮
の
重
み「
奥
津
宮
」

　

＊
本
宮
の
重
み「
奥
津
宮
」

　

奥
津
宮
は
、
江
島
三
社
の

　

奥
津
宮
は
、
江
島
三
社
の

本
宮
岩
窟
の
御
旅
所
で
す
。

本
宮
岩
窟
の
御
旅
所
で
す
。

祭
神
は
長
女
の
「

祭
神
は
長
女
の
「
多た

き

り

た

き

り

紀
理
紀
理

比ひ
め
の

ひ
め
の売

命み
こ
と

み
こ
と

」
。「
た
き
り
」
は

」
。「
た
き
り
」
は

「
霧
を
晴
ら
す
」
に
通
じ
、

「
霧
を
晴
ら
す
」
に
通
じ
、

海
上
安
全
を
守
る
神
で
す
。

海
上
安
全
を
守
る
神
で
す
。

　

パ
ワ
ー
は
力
石
と
本
殿
隣

　

パ
ワ
ー
は
力
石
と
本
殿
隣

の
龍わ

た
つ
み
の

わ
た
つ
み
の宮
大お

お
か
み

お
お
か
み神
の
左
手
前
が
強

の
左
手
前
が
強

い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
江

い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
江

ノ
島
は
、
古
く
龍
神
が
降
臨

ノ
島
は
、
古
く
龍
神
が
降
臨

し
、
行
基
、
泰
澄
、
空
海
な

し
、
行
基
、
泰
澄
、
空
海
な

ど
が
参
詣
し
た
と
い
う
縁
起

ど
が
参
詣
し
た
と
い
う
縁
起

に
彩
ら
れ
た
島
で
す
。
天
地

に
彩
ら
れ
た
島
で
す
。
天
地

の
力
に
人
の
歴
史
を
織
り
込

の
力
に
人
の
歴
史
を
織
り
込

ん
だ
霊
跡
、
パ
ワ
ー
ア
イ
ラ

ん
だ
霊
跡
、
パ
ワ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
で
す
。

ン
ド
で
す
。

　

▼
次
回
の
大
根
会

　

▼
次
回
の
大
根
会
「
鎌
倉

「
鎌
倉

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」

は
、
は
、
1010
月
2121
日
（
日
）
鎌
倉

日
（
日
）
鎌
倉

市
材
木
座
の
光
明
寺
か
ら
小

市
材
木
座
の
光
明
寺
か
ら
小

坪
方
面
を
歩
き
ま
す
。

坪
方
面
を
歩
き
ま
す
。

　

午
前
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西

　

午
前
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西

口
の
時
計
台
下
集
合
。
参
加

口
の
時
計
台
下
集
合
。
参
加

費
千
円
。
定
員

費
千
円
。
定
員
2020
人
。
人
。

　

ご
い
っ
し
ょ
に
鎌
倉
の
不

　

ご
い
っ
し
ょ
に
鎌
倉
の
不

思
議
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

思
議
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
は
石
渡
さ
ん
☎
０
９
０

申
込
は
石
渡
さ
ん
☎
０
９
０

・
３
１
３
８
・
７
２
７
１

・
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